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気象ビジネス推進コンソーシアム 第６回運営委員会議事概要 

 

・日時  平成 29 年 11 月 9 日（木）15：00～17：00 

・場所  気象庁５階 総務部会議室 

・出席者 委員 18 名中、13 名出席。（1名代理出席、5名欠席） 

・議事概要 

 

○は、運営委員あるいは事務局からの発言を示し、→は運営委員の発言に対応す

る事務局の発言を示す。 

 

１．人材育成WG、新規気象ビジネス創出WGメンバーの変更 

【決定事項】 

ハイパーアグリ（株）、ホッピービバレッジ（株）、（株）マーチャンダイジン

グ・オン、（株）レッドマルス AD ベンチャーの人材育成 WG への加入を承認す

るとともに、沖電気工業（株）、ハイパーアグリ（株）、ホッピービバレッジ（株）、

（株）マーチャンダイジング・オン、（株）レッドマルス AD ベンチャーの新規

気象ビジネス創出 WG への加入を承認した。 

 

 

２．WXBC後援の承認申請 

【決定事項】 

農研機構第11回農業気象研究会及び岐阜大学応用気象シンポジウム2017への

WXBC 後援申請について承認された。 

 

 

４．第２回WXBC総会、気象ビジネスフォーラムについて 

【主な意見】 

○長官挨拶はペンディング。 

○前回の出展企業数は？ 

→28。最後はだいぶお願いして数を揃えた格好だった。 

○コンソーシアムへの参加企業も増えているし、今回は、手を上げる企業が多い

のではないか。２万５千円という費用も他のイベント等と比較したら安い。 

○ブースの広さと数のいずれかを選択するなら、現時点はブースの数が多い方が

よいのではないか。 

→A0 パネル等は用意するが、無線 LAN 等の追加機材が必要であれば、独自で準

備してほしい。 

○１企業が２ブース借りるのは許すのか。また、現在の 48 ブースの机とＡ0 パ

ネルの配置では、パネルとの距離感がある。 

→空きがあれば、あり得るかも。配置については、机を置くかどうかも含め、業

者と調整可能。 

○平等にすべき。 



 2 / 3 

○総会の場で、取組への協力や貢献に関して、表彰や感謝状をお渡しし、モチベ

ーションアップを図ってはどうか。ただし、全体を等距離間隔で見ている方の

評価により、表彰者を決定する等の注意が必要。 

○展示はオープンなのか。 

→オープン。スペース的には昨年よりかなり快適と思う。昨年は、会場の消防法

の規定により、総会やフォーラムの参加人数以上の参加者を入場させることが

できず、当日参加者を入場規制せざるを得なかった。今年の会場は、そのよう

な規制はないため、展示だけに来場頂くことが可能。 

○展示の開始時間は 9 時は早いのでは。10 時開始でよいと考える。 

○パネリストコメントは 1 人 7 分程度は必要。人数を減らすか、発表時間を長く

する等、ディスカッションとのバランスを検討して欲しい。 

○マスコミに非常にアピールできる場。多くの来場者を集めるとともに、活動報

告には写真を入れたりビデオでつないでいくなどビジュアルにし、報道に見せ

やすくしたい。 

○方法は、各 WG で知恵を集めよう。 

○コーディネーターを報道関係者とすることについて、どういったことを想定し

ているのか。 

→想定はあるが、ほかに案があれば頂きたい。 

○ビジネス情報誌の方が、ネット記事や特集を組んでもらえるのではないか。た

だし、逆に特定の社にお願いするとその社以外が取り上げづらくなるというの

も難点。 

○各社に取り上げてもらうなら、色を付けないほうがよいという考え方もある。 

→去年のようなスタイルがよいかもしれない。引き続き検討する。 

○ブースの募集順位は事務局提案の通りでよいか。 

○問題ない。 

 

【決定事項】 

経費徴収、ブース数、募集順位は事務局案を基本で進める。今回のコメント部

分を踏まえて企画の修正を行う。総会での表彰について検討する。 

 

 

５．人材育成ＷＧ開催報告 

○気象データ分析チャレンジ、地方セミナーの怒涛の展開が始まった。セミナー

での質疑応答は、後ほど HP で公開予定。 

○大阪セミナーでは、導入事例紹介の受けがよかった。会場内でパネル展示し、

気付きの場にできないか。 

○名古屋セミナーは集客に苦慮している。協力願いたい。 

 

 

６．新規気象ビジネス創出ＷＧ開催報告 

○事例は幅広に出すよう依頼し、場合によってはノルマが必要かもしれない。事
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務局も事例を（自ら）収集してはどうか。 

○今後のビジネス創出への流れについてだが、人材 WG で育成を進めた人材を活

用し、ビジネス WG で実際のビジネス創出につなげられればと思っている。

WXBC でビジネス創出の場を作っていきたい。 

 

 

７．日射予測 GPV試用提供開始 

○自分の組織の会員に配布してもよいか。 

→WXBC 会員様で受領いただき、その後配布いただきたい。 

 

 

８．広報関係 

○トップページは明るい方がいい。案１のタイトルが白背景に白文字で目立たな

い。工夫が必要。 

○タイトルは日本語が望ましい。 

○昼夜で背景を変えてはどうか。 

→案１を基本デザインとし、文字は案３ベースとし、略称も付加するイメージか。 

○会員ページへのアクセスには、ID とパスワードが必要なのか。 

→その通り。会員種別により、パーミッションを複数設定可。 

○新しいチラシをダウンロードできないか。プリントし、周知素材としたい。 

 

【決定事項】 

トップページについて、案 1 をベースに文字列部分を修正。 

チラシをダウンロードできるようにする。 

 

 

９．今後のスケジュールについて 

○今後の運営委員会、WXBC 総会、気象ビジネスフォーラムを各運営委員のス

ケジュールに入れていただくようお願いする。 

 

以上 


